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一
方
、
日
本
の
建
築
界
、
建
築
業
に
影
響
を
与
え
た

明
治
期
の
「
郵
便
事
業
」
の
開
始
は
、
鉄
道
の
新
橋
・

横
浜
間
開
通
の
一
年
前
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の

こ
と
。
全
国
一
七
九
局
で
ス
タ
ー
ト
し
た
郵
便
局
は
翌

年
（
明
治
五
年
）
に
一
、一
五
九
局
に
急
増
し
た
。
郵
便

事
業
は
大
規
模
郵
便
局
か
ら
地
域
密
着
の
特
定
郵
便
局

の
施
設
整
備
需
要
を
新
た
に
興
し
た
。
こ
れ
が
明
治
・

大
正
時
代
の
「
逓
信
建
築
」、
昭
和
戦
後
は
「
郵
政
建

築
」
と
し
て
、
官
庁
出
身
の
著
名
な
建
築
家
を
輩
出
し

た
ほ
か
、
郵
政
ス
タ
イ
ル
が
他
の
公
共
・
官
庁
建
築
に

も
影
響
を
与
え
た
。

　

こ
の
一
点
だ
け
を
見
て
も
、
明
治
政
府
が
発
足
し
、

す
ぐ
に
着
手
し
た
「
鉄
道
」
と
「
郵
便
」
の
二
つ
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
そ
の
後
の
日
本
の
近
代
化
と
経
済

成
長
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
分
か
る
。

　

鎖
国
を
解
き
欧
米
列
強
に
対
抗
す
る
た
め
の
新
た
な

国
づ
く
り
と
東
京
の
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
た
明
治
期
、

震
災
と
戦
災
の
二
つ
の
復
興
と
高
度
経
済
成
長
の
持

続
・
進
展
に
直
面
し
た
大
正
・
昭
和
の
時
代
に
共
通
す

る
の
が
、
財
政
難
や
軍
拡
を
主
張
す
る
軍
部
の
横
や
り
、

利
害
関
係
者
の
対
立
と
い
っ
た
様
々
な
障
害
に
直
面
し

な
が
ら
、
都
市
計
画
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
を
立
案
し

そ
の
計
画
を
着
実
に
進
め
よ
う
と
し
た
先
人
達
が
時
代

ご
と
で
確
実
に
存
在
し
た
こ
と
だ
。

外
環
　
残
り
は「
東
京
区
間
」だ
け
だ

を
使
っ
た
と
思
う
が
、
こ
の
言
葉
、
な
か
な
か
奥
深
い
。

　

冒
頭
の
「
終
身
の
計
（
百
年
の
計
）
は
、
人
を
樹
う

る
に
如
く
は
な
し
」
と
は
収
穫
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、「
一

を
植
え
て
一
〇
〇
の
収
穫
は
人
だ
け
」。
転
じ
て
、
人
材

育
成
の
必
要
性
を
示
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

　

つ
ま
り
建
設
産
業
界
が
取
り
組
ん
で
い
る
、「
担
い

手
確
保
・
育
成
」
と
は
、
正
に
国
家
百
年
の
計
、
言
い

換
え
る
と
将
来
の
国
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
う
人
材
育
成
は
将
来
的
な

産
業
発
展
に
必
ず
寄
与
す
る
と
言
え
る
。

　

特
に
今
年
は
、「
国
家
百
年
の
大
計
」
に
つ
い
て
考
え

る
に
は
、
良
い
年
か
も
し
れ
な
い
。
平
成
三
十
（
二
〇 

一
八
）
年
の
今
年
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
か
ら

起
算
し
て
満
一
五
〇
年
、
政
府
や
全
国
各
自
治
体
は
、

「
明
治
一
五
〇
年
」「
東
京
一
五
〇
年
」
と
い
っ
た
テ
ー

マ
で
、
様
々
な
取
組
み
が
予
定
・
展
開
さ
れ
て
い
る
か

ら
だ
。

　

徳
川
幕
府
が
政
治
の
中
心
に
し
た
「
江
戸
」
が
京
都

近
代
化
　
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
大
き
く
貢
献

　

例
え
ば
明
治
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
を
ま
ね
て
官

庁
を
一
カ
所
に
集
中
さ
せ
る
、
官
庁
集
中
計
画
を
実
行

す
る
こ
と
で
東
京
を
首
都
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
「
帝
都
」

構
想
と
、
新
興
実
業
家
・
渋
沢
栄
一
な
ど
を
中
心
に
東

京
を
商
業
都
市
に
す
る
「
商
都
」
化
は
、
日
本
の
都
市

計
画
の
原
型
と
言
わ
れ
る
、「
市
区
改
正
計
画
」
策
定
議

論
の
な
か
で
激
突
。
さ
ら
に
政
府
の
一
部
は
、
社
会
と

生
活
の
安
定
と
公
衆
衛
生
向
上
を
目
的
に
し
た
水
道
整

備
な
ど
現
実
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
主
張
す
る
。

　

官
庁
集
中
計
画
は
、
構
想
か
ら
半
分
以
下
の
規
模
で

現
在
の
霞
ヶ
関
官
庁
街
を
構
成
。
明
治
期
に
国
際
港
湾

を
東
京
湾
内
に
整
備
し
商
都
の
中
心
を
現
在
の
兜
町
中

心
に
据
え
た
渋
沢
ら
の
商
都
化
は
大
幅
な
後
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
現
在
は
東
京
証
券
取
引
所
が
立
地
し
て
い

る
こ
と
が
そ
の
証
と
な
っ
て
い
る
。

　

時
間
は
か
か
る
が
着
実
に
計
画
を
進
め
る
の
は
都
市

づ
く
り
だ
け
で
は
な
い
。
六
月
二
日
、
東
京
外
か
く
環

状
道
路
（
外
環
）
の
三
郷
南
Ｉ
Ｃ
・
高
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
の
一 

五
・
五
㌔
が
計
画
か
ら
五
〇
年
、
半
世
紀
を
経
て
開
通

し
た
。
今
回
の
開
通
に
よ
っ
て
、
東
関
東
道
、
常
磐
道
、

東
北
道
、
関
越
道
の
四
放
射
道
路
が
環
状
道
で
あ
る
外

環
を
通
じ
て
結
ば
れ
る
。
こ
れ
で
外
環
は
六
割
が
完
成
、

残
り
は
、
中
央
道
と
東
名
道
ま
で
を
結
ぶ
い
わ
ゆ
る
東

京
区
間
だ
け
と
な
る
。

　

東
京
に
限
ら
ず
、
世
界
主
要
都
市
の
多
く
は
、
放
射

状
道
路
と
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
環
状
道
路
の
組
み
合
わ
せ

に
配
慮
す
る
形
で
東
の
都
を
意
味
す
る
「
東
京
」
に
名

前
を
変
え
、
事
実
上
の
首
都
と
し
た
明
治
元
年
か
ら
、

明
治
政
府
は
日
本
発
展
の
礎
づ
く
り
に
着
手
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
欧
米
列
強
に
追
い
つ
く
た
め
、「
鉄

道
」
と
「
郵
便
」
の
整
備
と
全
国
展
開
を
一
気
に
進
め

る
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
、
旧
幕
府
軍
と
の
最
後

の
内
戦
と
い
わ
れ
る
箱
館
（
函
館
）
戦
争
終
結
の
年
に

は
、「
東
京
・
京
都
間
の
幹
線
」
と
「
東
京
・
横
浜
間
」

「
京
都
・
神
戸
間
及
び
琵
琶
湖
畔
か
ら
敦
賀
ま
で
の
三

支
線
」
の
四
路
線
の
鉄
道
建
設
を
政
府
決
定
。
そ
の
後

わ
ず
か
三
年
後
の
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
日
本
の

鉄
道
は
、
新
橋
・
横
浜
間
が
開
通
し
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
二
〇
年
。
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）

年
度
に
は
官
設
鉄
道
延
長
八
八
六
㌔
、
私
設
鉄
道
延
長

一
、三
六
六
㌔
が
全
国
各
地
で
整
備
。
こ
の
鉄
道
建
設

を
実
際
に
進
め
る
た
め
、
全
国
各
地
で
請
負
人
が
名
乗

り
を
上
げ
、
建
設
企
業
の
創
業
に
つ
な
が
っ
た
。

　

ま
さ
に
近
代
日
本
の
土
木
は
、
鉄
道
工
事
が
け
ん
引

し
現
在
の
土
木
業
界
の
礎
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

に
な
っ
て
い
る
。
東
京
の
場
合
の
放
射
状
の
起
点
は
、

皇
居
と
東
京
駅
。
つ
ま
り
、
皇
居
を
円
の
中
心
に
し
て
、

円
の
外
周
部
分
は
副
都
心
と
い
う
名
前
で
拠
点
が
点
在

す
る
、「
同
心
円
の
都
市
」
を
前
提
に
し
て
き
た
。
過
去

に
は
、
建
築
家
の
丹
下
健
三
が
昭
和
三
十
六
（
一
九
六 

一
）
年
、
東
京
の
都
市
構
造
改
革
を
提
案
し
た
『
東
京

計
画
１
９
６
０
』
が
、
中
世
以
来
の
閉
じ
た
求
心
型
放

射
状
の
都
市
構
造
か
ら
の
転
換
を
提
案
し
た
が
実
現
は

し
な
か
っ
た
。

　

そ
の
な
か
で
今
、
皇
居
を
中
心
に
し
た
同
心
円
の
都

市
構
造
に
ゆ
が
み
が
出
る
可
能
性
が
出
て
い
る
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
羽
田
空
港
」
拡
大
と
「
品
川
」
の
開
発
だ
。

羽
田
空
港
の
国
際
化
と
需
要
拡
大
に
伴
う
都
心
へ
の
ア

ク
セ
ス
強
化
の
動
き
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
起
点
駅

と
な
る
品
川
と
周
辺
開
発
も
合
わ
せ
確
実
に
進
み
始
め

て
い
る
。

　

そ
う
し
た
場
合
、
皇
居
・
東
京
駅
を
中
心
に
し
た
、

放
射
状
道
路
と
環
状
道
路
を
始
め
と
す
る
同
心
円
の
な

か
で
、
羽
田
・
品
川
地
域
に
も
う
一
つ
の
中
心
点
が
生

ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
も
し
か
し
た
ら
、

中
心
が
二
つ
に
な
る
こ
と
で
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

含
め
た
都
市
構
造
の
変
化
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

行
政
、
企
業
に
と
っ
て
目
先
も
大
事
だ
。
し
か
し
都
市

の
中
心
の
変
化
に
対
応
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
人
材

育
成
と
い
う
種
ま
き
が
、
建
設
産
業
発
展
に
は
必
要
だ

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
思
う
。

「
百
年
の
計
」と「
中
心
の
変
化
」

　

一
年
の
計
は
、
穀
を
樹
う
る
に
如
く
は
な
く
、

　

十
年
の
計
は
、
木
を
樹
う
る
に
如
く
は
な
く
、

　

終
身
の
計
は
、
人
を
樹
う
る
に
如
く
は
な
し
。

　
「
中
国
の
春
秋
時
代
、
名
宰
相
と
呼
ば
れ
た
管
仲
の

言
葉
で
す
。
目
先
の
課
題
へ
の
対
応
も
重
要
で
す
が
、

十
年
先
、
百
年
先
の
日
本
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く

こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
た

め
に
は
、
小
手
先
の
対
応
で
は
な
く
、
将
来
の
あ
る
べ

き
姿
を
見
定
め
た
、
真
の
改
革
が
必
要
で
す
」

　

安
倍
首
相
は
翌
二
〇
一
五
年
十
月
に
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協

定
の
大
筋
合
意
を
受
け
た
会
見
で
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
正
に

国
家
百
年
の
計
」
と
胸
を
張
っ
た
。
安
倍
首
相
は
、
目

先
の
課
題
だ
け
で
な
く
将
来
を
見
据
え
た
取
組
み
の
必

要
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
と
い
う
成
果
を
強
調
す
る
た
め

に
、
管
仲
の
「
一
年
の
計
、
十
年
の
計
、
終
身
の
計
」

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

〇
一
四
年
一
月
の
年
頭
所
感
で
安
倍
晋
三
首
相

は
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。

二
H

itotsubu M
ugi 

麦 

一
粒


